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要 旨 

2020 年 4 月以降、わが国の新型コロナウイルス感染症流行（以下 COVID-19 流行と略称）は常態化防

疫段階に入った。常態化防疫模索段階を経たのち、わが国の防疫は、すべての疫学的リンクを正確にコン

トロールする「動態ゼロ化」段階へと進んだ。「動態ゼロ化」戦略は、「外からの持ち込みと内のリバウン

ドを防ぐ vii」という防疫戦略遵守の前提の下、COVID-19 本土症例が出現した時には、有効な総合的防疫

措置を取り、「発見しだい根絶」し、いち早く疫学的リンクを切断して、それぞれの流行を迅速に終息さ

せ、感染者ゼロへと「リセット（ゼロ化）」することで、最低コストで最大の成果を実現してきた。大規

模な PCR 検査、ビッグデータでの追跡などの新技術の応用の下、機運が高まり誕生した「動態ゼロ化」

戦略は COVID-19 防疫の中国の経験である。「動態ゼロ化」戦略はわが国の COVID-19 常態化防疫段階に

提出、実施された革新的な防疫戦略であり、その防疫目標、技術的手段、防疫の重点などは、伝統的な感

染症への「封じこめ（Containment）」戦略や「緩和（Mitigation）」戦略とは同じではない。本稿ではわが

国の COVID-19 防疫の 3 段階、「動態ゼロ化」戦略とその科学的意義、進展過程、理論的基礎、実施段階

とその効果について分析と総括を行ない、冬季春季の防疫に科学的根拠を提供する。 
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Abstract 

Since April 2020, the epidemic of novel coronavirus pneumonia epidemic (COVID-19 epidemic) in China has 

entered the phase of normalized prevention and control. After the exploration phase of normalized prevention and 

control, China′s epidemic prevention and control has entered the "dynamic COVID-zero" phase of whole-chain 

precise prevention and control. The dynamic COVID-zero strategy is to follow the premise of "external prevention 

of import, internal prevention of rebound" prevention and control strategy, when the emergence of local COVID-19 

cases, to take effective comprehensive prevention and control measures, and to "find one, extinguish one", to quickly 

cut off the chain of epidemic transmission, so that each epidemic is terminated in a timely manner, achieving 

maximum effectiveness with minimum cost. With the application of new technologies such as large-scale nucleic 

acid detection and big data tracking, the dynamic COVID-zero strategy was developed, which is China′s novel 

experience in the prevention and control of COVID-19 epidemic. The dynamic COVID-zero strategy is an innovative 

prevention and control strategy proposed and implemented in China during the normalized prevention and control 

phase of the COVID-19 epidemic, whose prevention and control objectives, technical means, and work focus are 

different from the traditional "containment" strategy and "mitigation" strategy on ending the epidemic. This paper 

analyzes and summarizes the three phases of COVID-19 epidemic prevention and control in China, the dynamic 

COVID-zero strategy and its scientific connotation, evolutionary process, theoretical basis, implementation phases 

and effects, and provides a scientific basis for epidemic prevention and control in winter and spring. 

 

 Key words COVID‐19; Dynamic COVID‐zero strategy; Prevention; Control 

 

 

2020 年 4 月以来、わが国の COVID-19 流行は常態化防疫段階に入った。この段階の防疫の目標は、早

期発見、早期治療、早期処置を最大限実施し、市中でのウイルスの持続した伝播を何としても防止するこ

とである[1]。本土症例が出現した場合は、「動態ゼロ化」戦略を通して流行の発生と拡散を有効に抑制し、

死亡症例の発生を効果的に低減して、社会経済を急速に回復させ、世界が認める防疫の成果をあげてき

た[2]。「動態ゼロ化」はわが国の COVID-19 常態化防疫段階に提出、実施された革新的な防疫戦略であり、

その防疫目標、技術的手段、防疫の重点などは、伝統的な感染症防疫戦略とは同じではない。本稿ではわ

が国の COVID-19 防疫の 3 つの段階、「動態ゼロ化」戦略とその科学的意義、進展過程、理論的基礎、実

施段階と効果について分析と総括を行ない、冬季春季の防疫に科学的根拠を提供する。 

 

一、 わが国の COVID-19 防疫の 3 つの段階 
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COVID-19 の流行開始から現在まで、わが国の防疫は 3 つの段階を経てきた。突然の流行の応急封じ込

め段階、常態化防疫模索段階、全疫学的リンクを正確にコントロールする「動態ゼロ化」段階である[3]。 

 

1. 突然の流行の応急封じ込め段階 

流行の開始から 2020 年 3 月まで、党中央の指導のもと、全国で「確信を強く持ち、同じ舟の互いが助

け合い、科学的な予防と治療を行ない、正確な施策を実施する」という総要求を貫徹し、約 3 か月の期間

で防疫上の重大な戦略的成果をあげることができた[4]。この段階の総目標は、一切の代価を惜しまず流行

の拡散を抑え、各地の感染を全力で根絶することであった[1]。実施した「封じ込め」戦略は、限定された

地理的範囲内で、エリア封鎖、休校、休業などの非薬理学的介入措置を取り、可能な限りウイルスの伝播

を阻止して、地球規模のウイルス伝播を抑制し、遅らせるというもので、世界的な COVID-19 パンデミッ

クのコントロールにきわめて重要な決定的役割を果たした[5]。 

 

2. 常態化防疫模索段階 

2020 年 4 月末からわが国は COVID-19 常態化防疫段階に入った[1,4]。防疫は応急状態から常態化防疫段

階に入り、目標は境外からのウイルス流入の厳格な防止、PCR 検査を中心としたリスク防疫の実施、2～

3 潜伏期内の感染伝播抑制である[3]。この期間にわが国では 30 数件の局地的なクラスターが発生したが、

どれも想定していた抑制目標を基本的に達成した。この段階では境外からの輸入症例 viiiは基本的にコン

トロールでき、わが国本土での流行は総体としては局地的な散発状態で、局部的に小さい範囲のクラス

ターが時折発生することはあるが、どれも迅速かつ有効にコントロールされた。流行が積極的に抑制さ

れている良好な状態が確実に持続し、社会経済生活は速やかに正常に回復した[3]。 

 

3. 全疫学的リンクを正確にコントロールする「動態ゼロ化」段階 

2021 年 8 月からわが国は全疫学的リンクを正確にコントロールする「動態ゼロ化」段階に進んだ。こ

の段階の防疫目標は感染の発生を極力減らし、感染が発生した場合は散発症例やクラスターに効果的な

対応を実施して、基本的に 1 潜伏期（14 日）以内に流行を抑制し、最低の社会的費用での最大の防疫効

果を追求することである。前期からの人－物－環境の同時防疫と市中防疫 ixの有効な方法を基礎とした

 
viii 中国本土以外で感染した症例 
ix
原文は「社会面防控」。COVID-19 防疫での「社会面」とは、既知の感染者とその接触者を除いた市中を指す。 
健康陝西発布『什么是“社会面清零”？疾控专家权威解读（“社会面ゼロ化”とは？疾病コントロール専門家が解説）』

https://baijiahao.baidu.com/s?id=1720998192987790831&wfr=spider&for=pc 

https://baijiahao.baidu.com/s?id=1720998192987790831&wfr=spider&for=pc
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上で、継続してワクチン接種を強力に推進する[3]。伝播速度がさらに速い変異ウイルスに対しては防疫措

置をさらに改善し、防疫の弱い部分を強化して、ウイルスと「競走」する速度で主導的な防御を実現する。

わが国は引き続き「四早」原則 xを堅持し、発熱外来のモニタリングの基礎の上で、モニタリングを前倒

し実施し xi、各地の通関地など高リスクの部署の 12 種類の人員には「検査すべきはみな検査」を実行し

て定期的に PCR 検査を行なう[3]。新疆のホルゴス xii、内モンゴルのエジナⅹⅲに関連した感染、内モンゴ

ルのエレンホト xiiiの感染などは、どれも関係人員の自発的なモニタリングから発見された。 

 

二、「動態ゼロ化」戦略とその科学的意義 

「動態ゼロ化」戦略は、「外からの持ち込みと内のリバウンドを防ぐ」という防疫戦略遵守の前提の下、

新型コロナウイルス本土症例が出現した時には、有効で総合的な防疫措置を取り、「発見しだい根絶」し、

いち早く伝播リンクを切断して、それぞれの流行を速やかに終息させ、感染者ゼロへとリセット（ゼロ

化）することで、最低コストで最大の成果を実現するという一種の防疫目標である。それは中国の COVID-

19 防疫経験の総括であり、現段階での防疫の最良の選択である。 

その科学的な意義には主に以下のものがある。 

（1）発熱外来、健康モニタリング、PCR 検査、スクリーニングなどの手段を通して、症例と感染者を早

期に発見し、感染源となる人を隔離、治療する。 

（2）疫学調査とビッグデータなどの情報技術を利用し、感染スポットや感染エリアを迅速に割り出して

管理し、濃厚接触者やリスクのある人員をピンポイント管理するとともに、人の集まりを減らすなどの

公共衛生と社会的介入措置を実施して、可能性のある感染経路を切断し、感染しやすい人たちを守る。 

（3）患者に有効な治療をすることで病状の進展を阻止し、重症化と死亡を減らす。 

（4）「動態ゼロ化」が追求するのは迅速さと正確さであって「ゼロ感染」ではない。追求するのは防疫と

社会経済の発展の最大限の統合 xivである。 

 

三、「動態ゼロ化」戦略の進展過程 

 
x
早期発見、早期報告、早期隔離、早期治療の原則 

xi
原文は「関口前移」。COVID-19 関係では、症状の出ていない人へのスクリーニング検査や、重症化の可能性のある患者

を最初から ICU で治療するなど、先取りした対策で効果をあげる時に使われる。 
xii
霍爾果斯（ホルゴス）は新疆ウイグル自治区のカザフスタンとの陸上貿易通関地がある町。 

xiii
額済納（エジナ）、二連浩特（エレンホト）はともに内モンゴル自治区にあるモンゴル共和国との国境の町。 

xiv
原文は「統筹」。統一して計画按配することを指す。 
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「人民至上、生命至上」という感染症とのたたかいの理念堅持の下、わが国の総体としての戦略目標

は、すべてを尽くして人民の生命の安全と健康を守り、COVID-19 の発病、重症化、死亡を減らすととも

に、防疫と社会経済の発展とを統一して実現することである。常態化防疫段階以降、わが国では本土での

流行は基本的に遮断され、クラスターはどれも境外由来の感染源から起きている。わが国はいくつもの

局地的クラスターを迅速かつ有効に処置してきた過程で、制御のための制度、規程、方法、技術を蓄積す

るとともに経験豊富な実践隊伍を擁し、国際社会、人民群衆や専門チームからも評価されている。しかし

現在全世界は依然としてパンデミック段階にあり、新型コロナウイルスの変異株も絶えず出現し、集団

免疫は完全には構築されておらず、特効薬もまだない上に、全世界の新型コロナウイルスとその疾病へ

の知見にはいまだ未知の部分が多い。以上の要素を総合して考慮すると、現在わが国が「外からの持ち込

みと内のリバウンドを防ぐ」戦略を堅持すべきであることは揺るぎない。 

防疫戦略の選択は多くの要素によって決定されるが、それにはウイルスの特徴、伝播遮断の実行のしや

すさ、疾病の重症度の評価、疾病そのものとそれに対する戦略が社会経済に与える影響、市民の受容程度

と意向、政府の決意と能力などが含まれる[1]。流行早期の封じ込め戦略から常態化防疫の模索を経て、現

在の「動態ゼロ化」戦略へと進んできた過程は、絶え間なく出現する世界的流行の新局面やウイルスの変

異に適切に対応し、わが国の防疫と社会経済発展との統合という実際的な必要をよりよく実現するため

のプロセスであった。 

「動態ゼロ化」戦略はデルタ株伝播に対応する過程の経験の総括である。どうすればより高水準、より

低コスト、より短い時間で感染を抑制できるかを考慮し、経済社会の発展や人民の生産生活への流行の

影響をより少なくして、良好な防疫の成果をもって経済社会の健康で安定した持続的発展を保障する。

この段階では軸足を、早く、小さいうちに、基礎で捉えることに置いて防疫規範と早期発見能力を向上さ

せる。感染が発生した場合は、発見初期の黄金の 24 時間という対処時間を十分に利用して、検査チーム

の実力発揮という従来の基礎の上で、更に疫学調査と監督チームの力量を発揮し、速度を最優先に、感染

が拡散する前、または感染者が伝播能力を持つ前に濃厚接触者を探し出し、感染の可能性がある者を事

前に管理して、1 潜伏期前後の時間内での感染伝播抑制を追求する[3]。 

 

四、「動態ゼロ化」戦略の理論的基礎 

感染症伝播抑制の要は、可能な限り感染源を発見することである。感染源が発見されてはじめて、感染

源の隔離、伝播経路の遮断、感染しやすい人々の保護が可能になり、感染症流行が有効に抑制される。こ

のため感染症流行抑制戦略は、有効に感染源を発見する技術的手段の基礎の上に立てられる。 
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感染症流行への防疫の中で「封じ込め戦略」と「緩和戦略」は、最もよく使われる戦略である。戦略は

それぞれの感染症の特徴、防疫措置、感染源発見の技術的手段にもとづいて選択される。顕性感染を主と

する感染症（天然痘など）では、臨床医師は非常に速く患者（感染源）を見つけ出すことができ、疾病コ

ントロール要員は伝統的な疫学調査を応用して、追跡・探索や感染リンクの整理、可能性のある感染源の

推定、伝播しうる範囲の予測、対応する戦略や措置の提出を行なう。生物医学技術の発展により人類は多

くの病原体検出能力を持ち、受診した患者の特定の微生物的検査から可能性のある感染源を見つけだせ

るようになった。その伝播の可能性のある範囲をもとに「感染スポット」または「感染エリア」を確定し

て感染発生地の範囲を指定し、感染症防疫の「封じ込め戦略」を提起、実施する。 

不顕性感染と顕性感染が混在する感染症では、人々の中に存在する無症状感染者が臨床医師に発見さ

れず、疫学調査のスタッフも典型的な臨床症状のある患者しか見つけられないことから、感染性を持つ

大勢の無症状感染者や潜伏期あるいは回復期の患者が識別不能となり、感染源が伝播させる可能性のあ

る範囲の正確な確定は難しく、封鎖隔離の境界の確定が困難となる。そのためこの種の感染症のコント

ロールでは受動的な「緩和戦略」を採用するしかない。 

生物学的技術の急速な進歩とビッグデータ技術の広範な利用により、短期間に病原体の核酸検査技術

を開発しただけではなく、経済的で便利でアクセスしやすい実用化がなされた。広範囲の病原体 PCR ス

クリーニング検査で人々の中に隠れている感染源を探し出し、即座に隔離と管理を行なうことができる。

ビッグデータ技術の利用を通して迅速に濃厚接触者とリスクのある人々を識別し、感染スポットや感染

エリアをただちに確定してピンポイント管理を実施する。新型コロナウイルスは感染力が強いほか、ウ

イルスが不安定で変異を生じやすく、すでにいくつもの変異ウイルスが出現している。人が新型コロナ

ウイルスに感染してからの疾病の表現は広範で、死亡、重篤、重症、中等症、軽症、無症状感染者がどれ

も存在している。このような COVID-19 流行に対応する中で、PCR 検査技術を使って人々のスクリーニ

ング検査を実施して感染源を発見し、ビッグデータ技術を利用して感染発生地の確定とピンポイント管

理を行なう中で機運が熟して「動態ゼロ化」戦略が誕生した。「動態ゼロ化」戦略は、理論的には「封じ

込め」戦略のやみくもさとも、「緩和」戦略の忍耐とも違った、より正確でより有効な防疫戦略であり、

最低の社会的コストで最大の防疫効果をあげることができる。 

 

五、「動態ゼロ化」戦略の実施段階と効果 

「動態ゼロ化」戦略は、応急段階で「封じ込め」戦略を採用して有効に流行を抑制した後の、応急段階

から常態化防疫段階への転換期において、感染源が主に輸入性で、かつ本土症例が出現した時に採用さ

れた戦略である。 
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COVID-19 流行が発生して以来、国によっては流行のピークを抑えたり遅らせたりすることで医療需要

を低減させることを目的とし、重症症例を発見して隔離、治療を行なうことによる死亡の低減に重点を

置く一方、濃厚接触者の追跡は部分的あるいは追跡しないという「緩和」戦略を取っている。だがこのよ

うな戦略はデルタ株流行への効果は限定的である。デルタ株は感染力が強く、ウイルス量が多く、潜伏期

が短いなどの特徴があり、防疫にとって新たな挑戦が迫られる[6]。この変異株はインドで発見された後、

多くの国に急速に拡大して全世界の主要な流行株となった[6,7]。これまでに多くの研究が、デルタ株のワ

クチン接種者へのブレークスルー感染は高齢者により多くみられ、重症に発展しうると報告している[6,7]。

いくつかの国が採用している「緩和」戦略に比べて、わが国が現段階で実施している「動態ゼロ化」戦略

は、デルタ株による高齢者や慢性疾患の患者など高リスクの人々の感染、重症化、死亡を低減させる効果

がより良好であることが実践から証明されている。総体として、「動態ゼロ化」戦略を通してわが国では

迅速かつ有効に感染と死亡を減少させることができた。短期的には感染者と濃厚接触者の日常生活に一

定の影響を及ぼしうるが、長期的な視点に立つと、流行が速やかに抑制された後は、社会経済生活の通常

レベルへの迅速な回復にとって有利である。研究によると、多くの国が採用している防疫戦略に比べ、わ

が国が取っている「動態ゼロ化」戦略は、防疫と社会経済発展双方のニーズをよりうまく満足させている

[8,9]。モデル研究によると、仮にわが国がアメリカ、イギリス、イスラエル、スペイン、フランスなどの

国々の防疫戦略を採用したとすると、わが国の 1 日の新規感染者数は数十万人に達する可能性があり、

うち重症者数は 1 万人にのぼってわが国の医療システムと社会に巨大な衝撃を与えるものとなる。その

中でアメリカの戦略を用いた場合には 1 日の新規感染者数は 63 万を超え、イギリスの戦略を用いた場合

には 1 日の新規感染者数は 27 万を超えると見込まれる[8]。 

 

六、展望 

世界的なパンデミック状態の下で、海外からの感染輸入リスクは増加し続けている。今までのところ、

われわれの新型コロナウイルスの知見にはまだまだ限界があり、ウイルスは絶え間なく変異し、デルタ

株はすでに全世界での COVID-19 の優勢株となり、感染への対応はより困難になっている[6,7,8,9,10,11]。2021

年 11 月 25 日、南アフリカはオミクロン変異株の新発見を WHO に報告し、WHO は、オミクロン株が全

世界に伝播するリスクがきわめて高く、症例の激増とそれによる重大な悪影響がもたらされる可能性が

ある、と指摘した[12,13]。このため、われわれが直面する挑戦をよりはっきりと認識し、「外からの持ち込

みと内のリバウンドを防ぐ 」という総戦略をさらに揺らぐことなくかかげ、「動態ゼロ化」、正確な管理

コントロール、共同予防抑制、民衆の力での予防コントロールを堅持する必要がある。流行の社会への影

響をできる限り減少させて、防疫と社会経済発展の統一的な実現をはかることである。 
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